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身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持

ち
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す
。

　

手
帳
の
等
級
、車
両
の
所
有
者
、

運
転
者
な
ど
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

継
続
申
請
に
つ
い
て
は
、令
和
３

年
度
に
引
き
続
き
、郵
送
に
よ
る
も

の
と
い
た
し
ま
す
。令
和
４
年
度
よ

り
、継
続
申
請
の
手
続
き
を
簡
略
化

し
、確
認
書
類
の
添
付
・
提
示
を
不

要
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
減
免
申
請
を
し

た
人
に
は
、３
月
下
旬
に
減
免
申
請

書（
継
続
用
）を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、税
務
課
ま
で

郵
送
で
提
出
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、下
記
の
❶
ま
た
は
❷
に

該
当
す
る
人
は
、申
請
書
類
を
持
参

の
う
え
、税
務
課
か
各
総
合
支
所
市

民
課
の
窓
口
で
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

❶
継
続
申
請
を
す
る
人
で
、車
両
や

運
転
者
な
ど
に
変
更
が
あ
る
人

❷
新
た
に
減
免
申
請
を
す
る
人

▼
減
免
申
請
書（
税

務
課
、各
総
合
支
所
で
配
布
）▼
自

動
車
検
査
証
の
写
し
▼
運
転
者
の

運
転
免
許
証
の
写
し
▼
身
体
障
害

者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、療
育
手
帳

な
ど
の
写
し
▼
納
税
義
務
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
も
の

な
ど

４
月
４
日（
月
）〜
25

日（
月
）

総
務

部
税
務
課（
市
民
税
係
）

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地

域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、下
水
道

に
接
続
す
る
こ
と
で
、家
庭
内
雑

排
水
が
直
接
側
溝
に
流
れ
な
い
た

め
、悪
臭
な
ど
が
無
く
な
り
、水
路

や
河
川
の
水
質
が
改
善
し
ま
す
。

　

公
共
用
水
域
を
き
れ
い
に
し
、

自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に

も
、早
め
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

水
道
水
以
外（
井
戸
水
な
ど
）を

生
活
用
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る

人
、下
水
道
に
一
部
の
み
接
続
し

て
い
る
人
、製
造
業
な
ど
の
事
業

を
営
む
人
で
、水
道
水
の
使
用
量

と
下
水
道
に
流
す
汚
水
量
が
大
き

く
異
な
る
場
合
は
、排
出
汚
水
量

の
認
定
制
度
に
よ
り
、下
水
道
使

用
料
を
算
定
し
ま
す
。

　

排
出
汚
水
量
の
認
定
申
請
を
す

る
人
は「
排
出
汚
水
量
申
告
書
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
申
告
書
」

は
、上
下
水
道
部
経
営
総
務
課（
市

役
所
登
米
庁
舎
１
階
）に
備
え
付

け
て
あ
る
ほ
か
、上
下
水
道
部
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
新
規
の
申
請
は
、随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ

さ
い

※
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
人

も
、年
度
ご
と
に「
排
出
汚
水
量
申

告
書
」の
提
出
が
必
要
で
す

上
下

水
道
部
経
営
総
務
課（
業
務
係
）
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各
総
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支
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市
民
課（
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県
は
、３
月
11
日
を「
み
や
ぎ

鎮
魂
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、東
日
本
大
震
災
で
亡

く
な
ら
れ
た
人
を
追
悼
し
、震
災

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、一

斉
黙
と
う
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

３
月
11
日（
金
）午

後
２
時
46
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
放
送
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
合

図
に
、一
斉
黙
と
う
を
実
施

総
務
部
防
災
危

機
対
策
室
（
危
機
対
策
係
）
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緊急告知ラジオ

防災行政無線は､
2021年５月から
ＦＭ電波を活用
しています

　

市
公
用
車
へ
の
広
告
掲
載
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
に
事
業
所
や
事
務

所
、店
舗
な
ど
を
持
つ
個
人
、法
人

軽
ワ
ゴ
ン
タ
イ

プ
の
車
両
17
台
／
年
間
走
行
距
離

１
万
㌔
㍍
以
上
、年
間
稼
働
日
数

２
０
０
日
以
上（
見
込
み
）

２
月
18
日（
金
）

〜
３
月
４
日（
金
）

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
郵
送
す
る
か
持
参
く

だ
さ
い
。郵
送
の
場
合
は
、封
筒
に

「
公
用
車
広
告
掲
載
申
込
」と
記
載

し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
総
務
部
総
務
課
と
上

下
水
道
部
経
営
総
務
課
で
配
布
す

る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

▼
総
務
部
総
務
課（
財
産
係
）
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関  壮
そ う

 一
い ち

 さん
（南方町青島・63歳）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

（前列左から）豊里病院佐藤看護師長、小寺院長、東北医科薬科大学住
友准教授（プロジェクトリーダー）、登米市訪問看護ステーション三浦所長、
東北医科薬科大学病院黒澤診療看護師、（後列）プロジェクト関係者ほか

登米ＮＰプロジェクト昭和
上篠医療賞受賞

　広報とめ 11月号で紹介した東北医科薬科大学病院
診療看護師（ＮＰ）と、豊里病院、登米市訪問看護ステー
ション、豊里老人保健施設、松風園、光風園、ゆりの郷と
の連携プロジェクトが、12月20日に昭和大学上篠記念
館で開かれた受賞式で、公益財団法人昭和大学医学・
医療振興財団の「第８回昭和上條医療賞」を受賞しました。
　本賞は、地域保健医療と医学・医療分野の教育にお
いて創造的で先駆的諸活動を行い、大きな成果を挙げ
た個人とグループを顕彰するものです。地域保健医療の
質向上と国民の健康増進に貢献した幅広い地域の公
益性の高い活動として認められ「地域保健医療貢献部
門」で受賞しました。
　市医療局では、今後も東北医科薬科大学病院をはじ
め医療・介護などの関係機関との連携を深めながら地域
医療の充実に努めていきます。

　

登
米
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
の
会
長

を
務
め
て
い
る
関
壮そ

う

一い
ち

さ
ん
が
、11
月
18

日
、文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。関
さ
ん
は
、１
９
９
４
年
か
ら
推
進
委

員
、現
在
は
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
副
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊豆沼農産
代表  伊藤 秀

ひ で

雄
お

 さん

農
林
水
産
大
臣
表
彰

　

伊
豆
沼
農
産
は
1
月
21
日
、農
林
水
産
大

臣
か
ら「
令
和
３
年
度
地
産
地
消
等
優
良
活

動
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。本
表
彰
は
、

伊
豆
沼
農
産
の
地
場
産
産
農
産
物
の
利
用
促

進
に
よ
る
消
費
拡
大
な
ど
の
観
点
で
特
に
優

れ
た
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。


